
はじめに

京都府では、食品衛生監視指導計画に基づき、府内で収去
した農産物中の残留農薬検査を実施し、その結果について毎
年本誌において報告している1-6)。
本研究所では、ポジティブリスト制度が導入された平成18
年度以降、厚生労働省医薬食品局食品安全部長通知、平成17
年1月24日、食安発第0124001号の一斉検査法（以下「通知
法」とする）に準じた方法で検査を行っており1-6)、平成26
年度においても農産物26種137検体の残留農薬検査を実施し
たので、その結果を報告する。

材料と方法

1．検査対象試料
平成26年度に府内の集荷場、小売店等で収去した26種137
検体の農産物を対象とした。内訳は国内産品19種113検体(府
内産品14種80検体、府外産品8種33検体)と輸入品10種24検体
であり国内産品と輸入品で、農産物種に重複がある。

2．測定対象農薬
測定対象農薬は、過去の府内産農産物での使用履歴、過去
の検出状況、農薬出荷量等を考慮した上で、各農産物を用い
た検査法の妥当性評価の結果7)に基づいて選定した。キャベ
ツ、たまねぎ、トマト、ねぎ、かぶの根、大根の根、白菜に
ついてはキャベツを、みず菜、かぼちゃ、きゅうり、さやい
んげん、とうがらし、なす、ほうれんそう、小松菜、しゅん

ぎく、パプリカについてはみず菜を、オレンジ、グレープフ
ルーツ、レモンについてはオレンジを、日本なし、バナナに
ついては日本なしを、玄米、小麦粉については玄米を、枝豆
については枝豆を、茶については茶を用いて25年度7)及び26
年度に行われた妥当性評価の結果を用いた。選定した農薬の
うち、LC-MS/MS で測定する化合物は表 1に示し、
GC-MS/MSで測定する化合物は表2に示した。たまねぎ、か
ぼちゃ、さやいんげん、とうがらし、なす、枝豆、日本なし、
玄米、小麦粉については、GC-MS/MSで測定する化合物の
みで実施した。

3．検査方法
茶以外の農産物の全検査対象農薬及び茶のLC-MS/MS測

定対象農薬については、通知法に準じて検査を行った。茶の
GC-MS/MS測定対象農薬は山田ら8)によって報告された方
法に準じて検査を行った。

結果と考察

1．検出検体数と検出率
農産物別の検出検体数及び検出率を表3に示した。検査し

た農産物26種137検体のうち、16種34検体(府内産品9種19検
体、府外産品4種5検体、輸入品6種10検体)から25種類の農薬
が延べ48件検出された。検出率（検出検体数／検査検体数）
は25％（国内産品21％、輸入品42％）であった。検出値が厚
生労働省の定める基準値を超えたものは1件であった。
国内産品で、検出率が50％以上の農産物は、日本なし

(100％)、ねぎ（71％）、きゅうり、小松菜、しゅんぎく及び
トマト（各50％）であった。日本なしについては平成21年度
から継続して検査を実施3-6)しているが、いずれの年度にお
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平成26年度に京都府内で収去した農産物26種137検体(国内産品 19種113検体、輸入品10種24検体)について、残留
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表1．LC-MS/MSによる測定対象農薬
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表2．GC/MS/MSによる測定対象農薬
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いても50％以上の検出率がある。
輸入品で、検出率が50％以上の農産物は、グレープフルー
ツ及びねぎ（100％）、バナナ及びレモン（各50％）であった。
グレープフルーツにおいては平成22年度から継続して検査を
実施3-6)しているが検出率が高い傾向にある。
国内産品、輸入品ともに検出率の高かったねぎにおいては平
成21年度から継続して検査を実施2-6)しているが検出率が高
い傾向にある。
一方、枝豆、かぼちゃ、かぶの根、キャベツ、小麦粉、さ
やいんげん、大根の根、たまねぎ、白菜及びほうれんそうか
ら農薬は検出されなかった。
なお、オレンジ、グレープフルーツ、レモンに使用される
アゾキシストロビン、イマザリル、チアベンダゾール及びフ
ルジオキソニルは、食品添加物（防かび剤）として取り扱わ
れることから本報告の内容から除外した。

2．検出された農薬
検出された農産物、農薬、検出値等を表4に示した。25種

類の農薬が検出され、延べ検出数は48件であった。
検出率の高い農薬は、クロルピリホス（5件）、シペルメト
リン、ピリプロキシフェン、ペルメトリン（各4件）、ダイア
ジノン（3件）であった。クロルピリホスについては、いず
れも輸入果実であるオレンジ、グレープフルーツ、バナナ及
びレモンからの検出であった。また、ピリプロキシフェンに
ついては、パプリカ、グレープフルーツ及びレモンからで、
いずれも輸入産品のみからの検出であった。ペルメトリンは
日本なしのみからの検出であり、全ての検体から検出された。
これは検査検体において、ペルメトリン、ダイアジノン及び

クロロタロニルを含む果実袋が用いられていたことから、果
実袋由来の農薬と考えられた。
検出値の基準値に対する割合を区分し、その件数を図1に

示した。その結果、基準値の10％未満であったものが全検出
数の87.5％を占めていた。検出値が基準値の10％以上であっ
たものは6件で、そのうち、基準値を超過したものは1件あっ
た。基準値を超過した農産物はみず菜であり、ダイアジノン
の基準値が0.1 ppm（w/w）のところ0.29 ppm（w/w）が
検出された。この結果を受けて当該農産物は全量自主回収が
行われた。なおダイアジノンの一日摂取許容量（ADI）は国
立医薬品食品衛生研究所 農薬等ADI関連情報データベース
（http://www.nihs.go.jp/hse/food-info/pest_res/index.
html）によると、0.001 mg/kg 体重/日であることから、こ
のみず菜については、体重50 kgの人が生涯にわたり毎日約
172 g摂取し続けても影響がない量であると考えられた。
農産物からの残留農薬の検出には様々な原因が考えられ、

農薬の適切な使用及び管理が一層望まれるところである。今
後も残留農薬の実態把握を継続的に実施していく必要がある。
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表3．平成26年度の収去検査における農産物別残留農薬検出検体数と検出率
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表4．平成26年度の収去検査で検出された残留農薬の一覧とその検出状況

図1．平成26年度の収去検査における残留農薬検出値の基準値に対する割合の分布
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